






 

Ⅱ 令和８ 年度 和田東小学校 教育構想 

 

１  国・ 市の現状と 動向 
   

多様化が進む現代、 Ｖ Ｕ Ｃ Ａ ( 変動性･不確実性･複雑性･曖昧性) の時代と も 呼ばれる 先行 

き が不透明で将来の予測が困難な社会において、 子供たちを 取り 巻く 環境にも 多く の新たな 

課題が生じ てき ている 。  

こ のよ う な状況の中、 国から は第４ 期教育振興基本計画、 市から は第４ 次浜松市教育総合 

計画が策定さ れた。 子供たち一人一人が、 持続可能な社会の担い手と し て、 自分のよ さ や可 

能性を 認識する と と も に、 他者を 尊重し 、 多様な人々と 協働し ながら 社会変化を 乗り 越え、  

豊かな人生を 切り 拓いていく 資質･能力を 育む教育の実現が求めら れている 。 その力を 育む 

環境を 整え、 子供たちが自己の所属感と 存在感を 高め、 安全で安心でき る 和田東小学校を 目 

指し ていく こ と が、 私たちの責務である 。  

( 1) 国： 第４ 期教育振興基本計画（ 基本方針）  <計画期間 2023-27> 
 

コ ン セプト  

「 持続可能な社会の作り 手の育成」 「 日本社会に根差し たウ ェ ルビ ーイ ングの向上」  

基本方針 

・ グロ ーバル化する 社会の持続的な発展に向けて学び続ける 人材の育成 

・ 誰一人取り 残さ れず､全ての人の可能性を 引き 出す共生社会の実現に向けた教育の推進 

・ 地域や家庭で共に学び支え合う 社会の実現に向けた教育の推進  

・ 教育デジタ ルト ラ ンス フ ォ ーメ ーショ ン( DX) の推進  

・ 計画の実効性確保のための基盤整備・ 対話 

ポイ ント  ※主なも の 

・ 個別最適な学びと 協働的な学びの一体的充実、 キャ リ ア教育･職業教育の充実 

・ 外国語教育の充実、 持続可能な開発のための教育( ESD) の推進 

・ Ｉ Ｃ Ｔ 利活用、 校務Ｄ Ｘ 、 働き 方改革、 コ ミ ュ ニティ ･ス ク ールの推進 等 

 

( 2) 市： 第４ 次浜松市教育総合計画 <令和７ 年度～16 年度> 
 

教育理念 

「 描く 夢や未来の実現」  【  主体性 ・  多様性･包括性 ・  信頼･協働 】  

目指す子供の姿 

・ 自分ら し さ ： 自分ら し さ を 大切にする 子供 

・ 他者と の協働： 他者と 協働し 、 主体的に行動でき る 子供  

・ 自己調整： 自己調整し ながら 、 粘り 強く 取り 組む子供 

目指す教職員の姿 

・ 愛情と 情熱、 規範意識を 持ち続ける 教職員 

・ 専門性と 指導力を 磨き 続ける 教職員 

方針と 政策   

① 自分や浜松の未来を創る 人づく り  

・ 未来の創り 手に求めら れる 力の育成 

・ 多様なニーズに対応し た学び舎支援の充実 

② 安心･安全で魅力ある 授業づく り   

・ ｢はま ま つの先生｣の魅力と 資質能力の向上 

・ 安全･安心に学べる よ り 良い教育環境の整備 

③ 子供の学びや育ちを支える 連携･協働  

・ 多様な人材･主体と の連携･協働子供の学びや育ちを 支える 連携･協働  

④ 教育データ の利活用 

   ・ 客観的根拠に基づいた教育施策の推進 



 

２  学校評価の結果   

  徳  にこ にこ 思いやる  

だれにでも 明る いあいさ つを し ている  

   目標値 ９ ０ ％ 

よ く ・ 大体でき ている 割合   

１ ・ ２ 年生 86. 6 

   ３ ～６ 年生 87. 0 

     保護者 81. 7 

     教職員 82. 4 

  

周り の人にあたたかな態度で接し 、 助け合お

う と し ている 。  

   目標値 ９ ０ ％ 

よ く ・ 大体でき ている 割合 

１ ・ ２ 年生 93. 7 

   ３ ～６ 年生  86. 9 

     保護者  92. 2 

     教職員 100. 0 

 

自分のよ さ が分かり 、 集団を よ り よ く し よ う

と し ている 。  

   目標値 ８ ５ ％ 

よ く ・ 大体でき ている 割合 

１ ・ ２ 年生  86. 4 

   ３ ～６ 年生  76. 2 

     保護者  81. 9 

     教職員  88. 2 

 

  体  ぴんぴんき たえる  

自分の目標に向かっ て粘り 強く 運動し てい

る 。  

   目標値 ８ ５ ％ 

よ く ・ 大体でき ている 割合 

１ ・ ２ 年生  90. 5 

   ３ ～６ 年生  80. 7 

     保護者  72. 6 

     教職員  76. 5 

     

病気の予防に努め、 健康に気を 付けながら 生

活し ている 。  

   目標値 ８ ５ ％ 

よ く ・ 大体でき ている 割合 

１ ・ ２ 年生  91. 7 

   ３ ～６ 年生  82. 7 

     保護者  83. 2 

     教職員  88. 2 

    

危険を予知し 、 安全な生活に心掛けている 。  

   目標値 ８ ５ ％ 

よ く ・ 大体でき ている 割合 

１ ・ ２ 年生  88. 7 

   ３ ～６ 年生  87. 9 

     保護者  84. 0 

     教職員  29. 4 

 

  知  こ つこ つ学ぶ  

基本的な学習習慣を 身に付けている 。  

   目標値 ８ ０ ％ 

よ く ・ 大体でき ている 割合 

１ ・ ２ 年生  87. 2 

   ３ ～６ 年生  85. 5 

     保護者  79. 7 

     教職員  62. 5 

 

 

 



 

    

既習を生かし て粘り 強く 課題解決に取り 組ん

でいる 。  

   目標値 ８ ０ ％ 

よ く ・ 大体でき ている 割合 

１ ・ ２ 年生  82. 5 

   ３ ～６ 年生  81. 3 

     保護者  70. 0 

     教職員  68. 8 

 

学び方を 学んだり 、 交流を 通し て考えを 深め

たり し ている 。  

   目標値 ８ ０ ％ 

よ く ・ 大体でき ている 割合 

１ ・ ２ 年生  91. 9 

   ３ ～６ 年生  91. 9 

     保護者  72. 0 

     教職員  75. 0 

 

３  学校評価結果を 受けた学校運営協議会での話合いよ り  
     ※学校運営協議会委員・ Ｐ Ｔ Ａ ・ 協働センタ ー代表・ 全教員 参加 

〇学習面 

 ・ 新聞を 購読し ていない、 字を 書く 機会が少ない等、 常識が変わってき ている 。 ど のよ  

う に学習し ていく のかを 学ぶこ と が必要。  

   ・ 家族の中で大人の会話を 聞いている と 社会で何が起こ っ ている のかを 学ぶ。 ま た、 学

ぶ意味を 大人が話すのも よ い。  

   ・ 国語については、 家庭での会話や体験、 読み聞かせや音読の影響も 大き い。 地域の環

境と し ては、 金原明善や高柳健次郎と いっ た偉人がいる ので歴史も 考えやすい。  

   ・ 読書が大切と いう こ と が分かっ ていても 苦手意識がある 子も いる ので、 漫画や薄い本

など から 活字に触れる 機会を増やすと よ い。  

   ・ 文章を 読み取る のが難し い。 読ま ずに解答する ケース がある 。 読書量を 多く する こ と

が大切。  

   ・ 宿題の量については、 子供に合った学習ができ る と よ い。  

   ・ 教師が付けてほし い力ま で到達し ていないが、 子供の評価は低く ない。 ゴ ールの姿を

明確に示すこ と が大切ではないか。  

  〇生活面 

   ・ 安全意識、 危機感がない。 自転車の乗り 方は気を 付けたい。 学校で安全教室を し てい

る がポイ ン ト を し ぼっ て指導し ていく と よ い。  

   ・ 学校の廊下を よ く 走っ ていて、 低学年ほど 多く 、 特に雨の日に多い。 自転車の乗り 方

は家族と 一緒に走る のはど う か。  

   ・ 危ない経験が少ないために余計に危機意識が少ないのではないか。 守り すぎず経験を

さ せたり 、 メ ディ アを 活用し たり し て危機意識を 高めたい。  

   ・ 挨拶ができ ないこ と がある ので、 挨拶を する 意味・ タ イ ミ ン グを 子供たちに話す必要

がある のではないか。  

   ・ 和田東の子は学年を こ えても 仲も よ く 、 高学年は低学年に優し いので、 生かし ていけ

る と よ い。  

 

４  本校が目指す教育 
 

 

天竜中学校区 目指す児童生徒像  

 ・ 自分ら し さ を 大切にし 、 互いを 尊重し あう こ ど も  

・ 他者と 協働し ながら 人々の幸せや地域のために貢献する こ ど も  

・ 描く 夢や未来の実現に向けて自己調整し ながら 、 粘り 強く 取り 組むこ ど も  
 

校訓  「 と も に 伸びる 」 （ 教育理念）  
 



 

学校教育目標 「 夢を も ち と も に伸びる 子」 （ 目指す子供像）  

 

 

 
 

重点目標 

    

（ 徳育） にこ にこ  思いやる  

（ 体育） ぴんぴん き たえる  

（ 知育） こ つこ つ 学ぶ 
 

 

学校経営目標 「 笑顔あふれる 元気な学校」 （ 目指す学校像）  

 〇自分ら し さ ・ 主体性  〇他者と の協働  〇自己調整 
  

経営の重点   

 児 童 
 ( 1)  ｢自分ら し さ ・ 主体性｣を 育む教育活動  

  ・ 自己肯定感や自己有用感を 醸成し 、 あり のま ま の自分を 受け入れる よ う にする 。  

・ 物事を 自分事と し てと ら え、 ｢やっ てみたい｣と いう 気持ちを 大切にする 。  

  ・ ｢学び方を 学ぶ｣意識を も たせ、 既習を 生かし て課題解決し ていこ う と する 。  

 ・ 自ら 考えタ ブレ ッ ト を 効果的に学習で活用する 。  
 

( 2) 「 他者と の協働」 によ る 認め合い  

  ・ 友達と 自分の違いを 認識し 、 互いに尊重し ながら 学んでいこ う と する 。  

・ 友達と 学び合う こ と の楽し さ や自己の学びを 実感でき る 。  

・ 友達と の関わり の中で自分ができ る こ と 、 する べき こ と を 考えて行動する 。  
     

( 3)  「 自己調整」 によ る 自己実現 

・ 教育活動全般を 通し て｢自他の命の大切さ ｣を 実感し 、 危機回避能力を 身に付ける 。  

・ 児童自身が目標を 立て、 自分の行動を 振り 返り 、 評価し ながら 次の行動を決定する 。  

・ う ま く いかない事があっ ても 一旦立ち止ま っ て修正し あき ら めずに粘り 強く 行動する 。  

  

教職員 

( 1) 「 自分ら し さ ・ 主体性」  

 ・ 教職員が自己のキャ リ ア段階に応じ た資質・ 能力の育成を 可能にする 校内外を 通じ た研

修体制を 整える 。  

 

( 2) 「 他者と の協働」  

 ・ 教職員が自分の専門性を 発揮し ながら 、 多様な支援ス タ ッ フ と 連携・ 分担し 質の高い「 チ

ーム 和田東」 を 実現する 。  

  ・ 報告･連絡･相談を 確実に行い、 風通し の良い職場環境を つく る 。  

  ・ 学年主任を核に和を保つ経営をする ｡困ったと き は声を出し ､横と 縦の協力体制で対応する ｡ 

 

( 3) 「 自己調整」  

 ・ 教職員が業務にやり がいを 持ち、 自ら 自己調整し ながら 力を 発揮し 、 自分にし かでき な

い事に注力する 。  

・ 一人一人が教育公務員と し ての自覚を 持ち、 自制心を 持っ て、 不祥事根絶に努める 。  

①信用失墜行為の禁止( 体罰､わいせつ､交通事犯､不適切な事務･会計処理･情報管理)   

②政治行為の制限 ③営利行為の制限 ④争議行為の禁止    

⑤法令や上司の命令に従う 義務 ⑥守秘義務 ⑦職務に専念する 義務 

 

｢ 夢 ｣… 今後実現し たい自分ら し い願いや希望、 目標、 志 

｢と も に｣… 互いに思いやり 、 進んでかかわる こ と （ 友達･家族･教職員･地域の方々）  

｢伸びる ｣… 粘り 強く 、 こ つこ つと 一生懸命に努力する （ 障がい・ 国籍を 超えて）   

合い言葉： にこ にこ ・ ぴんぴん・ こ つこ つ 



 

学 校 
( 1) いじ めの未然防止･早期発見･早期対応  

  ・ 発達支援教育の観点から ､人権教育､共生･共育の充実を 図り 、 確かな子供理解､教育的ニ 

ーズの把握､適切な支援を し ていく 。通常級と 発達支援学級と の交流を 通し て相互理解を  

図り 、 よ り よ い人間関係や社会性を育む。  

・ 生徒指導の観点から ､いじ めを 起こ さ せない学級風土づく り を し 、 いじ めが起き た場合は  

いじ め対策委員会で方針を 決め､教職員間で連携し 組織で対応する ｡ 

・ いじ めアン ケート やシャ ボテンの調査を生かし 、 早期発見･対応に努める 。  

・ 家庭訪問、 個別面談、 SC・ SSWの活用等、 教育相談の充実を 図る 。  
  

 ( 2)  コ ミ ュ ニティ ･ス ク ールの有効活用 「 市民協働によ る 人づく り 」   

  ・ 家庭､地域､中学校区の学校･幼稚園､放課後児童会と の連携を 図り ､学校運営協議会､健全育    

   成会､こ ど も 110 番の家､各種医療機関､夢を はぐ く む学校づく り 推進事業等の協力を 得る ｡ 

  ・ Ｐ Ｔ Ａ ､自治会等､地域の団体へ各種たよ り ､メ ール､ホーム ページ等で適切な情報提供を  

行う 。 ま た、 参観会･懇談会、 体育的行事、 わく わく 発表会等で学校公開を 行う 。  

・ 学校支援活動の充実を 図る 。 ( 挨拶､交通安全､防犯､環境整備､学習､読み聞かせ､課外活動等)  
  

( 4) 働き 方改革につなげる 業務の見直し   

  ・ 定時退勤日設定や、 ワ ーク ラ イ フ バラ ンス を 意識し た休暇取得を 進める 。  

  ・ 各自の仕事を 効率的に行う 知恵や技術を 職場内で共有する こ と を 意識し て取り 組む。  

   ・ Ｉ Ｃ Ｔ の効果的な活用を 促進する 。   


